
上
下
水
道
事
業
で
は
施
設

の
点
検
整
備
を
定
期
的
に
行

う
な
ど
、
適
切
な
維
持
管
理

を
行
い
な
が
ら
、
老
朽
化
し

た
施
設
の
更
新
や
耐
震
化
を

計
画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
決
算
で
は
、

水
道
事
業
の
純
利
益
は
、
今

後
実
施
す
る
老
朽
化
し
た
水

道
管
の
更
新
工
事
な
ど
の
財

源
と
し
て
、
下
水
道
事
業
の

純
利
益
は
、
今
後
の
借
入
金

返
済
の
財
源
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
活
用
し
ま
す
。

ま
た
浄
水
場
の
操
業
業
務

な
ど
の
民
間
事
業
者
へ
の
包

括
的
な
委
託
業
務
の
拡
充
、

由
良
川
の
塩
水
遡
上
へ
の
対

策
の
検
討
、
今
後
の
雨
水
事

業
の
基
本
計
画
と
な
る
雨
水

管
理
総
合
計
画
の
策
定
に
着

手
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

観
点
で
の
検
討
を
進
め
、
効

率
的
で
持
続
可
能
な
上
下
水

道
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

               《
経
営
企
画
課
》

上下水道事業の決算状況

下水道事業
汚れた水をきれいにするための費用

令和6年度に実施した主な事業
●下水道管やマンホールポンプなどの建設・更新
 2億4,867万円
●浄化センターなどの施設の更新 2億4,171万円
●浸水対策事業に必要な施設の建設 1億7,226万円

令和6年度に実施した主な事業

●取水場や浄水場の施設更新 1億6,688万円

●老朽化した水道管の更新・耐震化 7億3,244万円

由良川に設置している防潮幕

（税抜き）

令和６年度
舞
鶴
市

上
下
水
道
だ
よ
り

水道事業
安心・安全な水を届けるための費用

暮らしに欠かせない上下水道を
守っていくための取り組み

（税抜き）

舞鶴市の主な水源である由良川は、毎年、海からの塩水が遡上する
ため、取水に支障がでないよう夏から秋頃に防潮幕を設置していま
す。今年の夏は、記録的な渇水により塩水の遡上が激しく、通常1幕
のみの防潮幕の設置を2幕にするなどの対応も行いました。
上下水道は、暮らしに欠かすことのできないライフラインであり、将
来にわたり安定したサービスを提供できるよう、今後も計画的に施設
の定期的な点検・調査・修繕や改築・更新を行っていきます。

そ 

じ 

ょ 

う 

【
有
料
広
告
】

　

10
月
12
日
、
引
き
揚
げ
の
史

実
と
平
和
の
尊
さ
を
発
信
す
る

平
和
祈
念
式
典
を
開
催
。
式
典

で
は
、
引
揚
船
「
興
安
丸
」
の

時
鐘
の
音
を
聞
き
な
が
ら
黙
と

う
を
し
た
ほ
か
、
次
世
代
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
折
り
鶴
ア
ー

ト
の
披
露
、
市
内
全
中
学
校
に

よ
る
「
引
揚
者
を
迎
え
る
歌
」

の
合
唱
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
戦
後
80
年
。

こ
の
節
目
の
年
に
、
市
民
参
加

型
の
音
楽
劇
「
海
の
そ
の
先
」

を
上
演
し
、
平
和
の
尊
さ
を
発

信
し
続
け
る
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　
《
引
揚
記
念
館
、文
化
振
興
課
》

恒
久
平
和
を
誓
う
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